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佐波先生の学聞をふりかえって
一一交通論告中心として一一

前 田 義 信

今から 3カ月前，佐渡先生はこの法経第 7教室で退官記念講演をな古いました。その

とき，先生は r34年におよぶ経済学の研究生活においてあげたい〈つかの業績のうち，

主だった 4つの業績がある」と話され，そのうちの最近の 1つである l産業連関表にお

ける保険業の生産額」を講演の題目にえちばれました。先生は保険理論，海運理論，交

通理論の諸分野において，すぐれた多〈の研究成果をあげられ，晩年には数理経済学の

研究に主力をそそがれました。私は先生の門に学び親しく薫陶をうけ，先生の人格と学

問に傾倒し，その影響を最も深くう付た 1人として，先生が記念2茸演で果されなかった

残りの 3つの業績のうち，海運理論及び交通概論における先生の寄与について，みなさ

まに御詩し中トげたいと存じます n

海運理論における先生の業績は数多くありますが，昭和24年に公刊された「海運理論

体系]にまとめられております。先生は海運の本質を歴史的に把握し，それが「自己運

送から他人運送への発展Jであれさらに，その歴史的過程は単に海運企業の成立にと

どまらず，海運経済にも，海運政策にも同様に重大な発展でなければなら白と思考され，

その歴史法則，経済法則はなんであるかを明らかにし， これらを通ずる一貫した理論体

系壱っくりあげられました。

それまで，海運に関する研究や解説書はかなりの数にのぼり，なかにはみるべき著作

もい〈っかあコたのでありますが，海運企業，海運経済，海運政策の 3つをつらぬ〈理

論的視角をもった研究は，日本だけでなく外国においても皆無であり，ここにわれわれ
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は海運におけるユエ ク主新しい理論を持つことに必りました。この理論では，国民経

済としての海運は第 1型，第2型，第3型の 3-0:>の類型に分類ぎれ主す。第1型は自給

自足壱原貝uとする国民経済における海運(たとえばアメリカ)であれ第 2型の海運は

資源乏しく原料を他国から輸入，そ札に加工して製品を輸出する国民経務，すなわち外

国貿易依存度の大きい国民経済にみられる海運で，白本はこの典型であります。第 3型

は第 2型と同じく対外貿易にとって密接な相互依存関係にあ志海運でありますが，それ

にとどまらず，さらに「海運のための海運」つまり国際運賃の収得壱主要機能とする段

階に達している海運であり，イギリス，ノルウェ などの海運がこれに属します。この

3類型は固定したものでなく，国民経済の発展にともなって第 l型から第 2型へ，さら

に第3型に発展をたどるのであり，それはすぐれて歴史的所産である，と論じられまし

た。

この理論はただちに高い評価をうけ，今日では定論であり，外国の海運学者もこの理

論をうけ入れております。そして，海運の木質に関するこの佐波理論は，海運理論の分

野における貴重な共通財産となっておるのであります。この理論は，さらに，海運政策

の基本原理はなにかとしづ実践的課題にきわめて的確な解答壱与えているのであり，第

2次大戦後の日本経済の復興成長にとって，日本の海運はし、かにあるべきか，海運壱

いかに再建すべきかについて，この「理論体系」は海運政策のすぐれた指針となったの

であります。この書物は海運理論における古典であり，格調の高い名著でありますが，

この頃の先生は哨息になやまされながらも，快適かっ充実した研究生活を送っておられ

たように思います。

ついで，交通理論における先生の寄与は昭和22年に公刊された「突通慨論Jでありま

す。日本における交通学の研究は明治初年前後からはじまり，大正，昭和の年代を通じ

て交通学研究はさらに活穫になりました。しかしながら，これらの研究を通じていえる

ことは明確な方法論が確立されていなかったことであります。先生は突通用役の価格で

ある運賃を中心課題とする交通理論体系壱樹立し，その経済法則を明らかにし，従来の

交通論に科学性寺与えることを目標とされ，近代経済理論の分析手法号駆使して正確紋

密な筆致でみごとになしとげられました。運賃の理論的解明にっし、て， 日本では外国文

献の紹介ないしは祖述はあっても，それを徹底的に追求し批判し理論的構造壱体系化し

た研究は，この「交通概論」がはじめてであると思います。およそ，学問にとって最も重

要なことはし、かにして知るか，いかにして学ぶかということでありますが，今日，交通

研究に志す人びとは，に二の交通概論音読むιとによって，交通の経済理論とはし、かなる

ものであるかを如り，し、かなる研究方法をとるべきかを学ぶことができるのであります。

先生はこの書物寺公刊されて後，さらにより深い洞察を加え，より完全な理論体系と
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すベ〈増補改訂しその完成を期せられたのでありますが，昭和26年 7月突如として先

生をおそった心筋梗塞によって中断しなければなりませんでした。まこと仁残念であり

ます。しかし，この「交通概論」は交通学説史上，珠玉の光を放ち，日本の交通学の水

準を著しく高めた業績として，その不朽の名を止めるでありましょう。その後，先生は

健康にめくまれず，日常は病苦の不断の連続であり，病魔は眼底をおそし、，内臓をおか

し，知覚神経をも麻障させたのであります。しかし，先生の織烈な学問への欲求は，さ

らに，数理経済学や線型計画法その他の新しい手法の経済学の研究に向けられ. ，海運

動学入門J，弾力性経済学」が公刊され，また.，C.I.F 価格の巨視分析」の研究も発

表されました。，海運理論体系J，交通概論J.さらに生前の最後の著書となった F弾力

性経済羊」の著作は，私たち研究者にとって「座右の書」ともいうべき書物であります。

先生の学問は万人の検;m:に堪ヌ，他の新u、思考方法にみちがく貴重な資産であり，

つねに実践にみちびき，実践の指針となり，それゆえにこそ真にその名に値する科学で

あったと私は確信いたします。，ホサト・ニュースは学問でない」という先生の生活原

則の lつは，すぐれて歴史科学である経済学の掛究に志ざされた先生の学風を如実につ

たえるものであると思います。先生をおそったかずかずの病魔と16年の長ぎにおよぶ闘

いのなか，先生は苦痛に堪え，毅然として立ちむかい，社会科学の本質を追求し，時流

にとらわれず，名聞を求めず，その生涯をただひたすら学聞に捧げ，情熱を最後まで燃

やされました。その学問と学究の精神は永久に人びとに語りつがれることでありましょ

つ。

いまや先生は「その国境からは 1人の旅人も戻ったためしがない未知の世界へ」旅立

たれました。私たちの思J震の情はし、よいよ深く，追憶の想いはひとしお切なるものがあ

ります。先生の業績壱継承し，その学風をつたえ，さらにより発L展させることを先生の

みたまに誓います。先生の永遠のねむり，とわに安らかなるうえにも安らかであること

争。




